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ウェストミンスター市〔ロンドン特別区内〕（イギリス）

参考資料３ 海外事例の紹介

事例① 駐車場プライシング

＜地区ごとに異なる駐車料金を設定＞

アムステルダム（オランダ）

出典：アムステルダム市Webサイト https://www.amsterdam.nl/parkeren-verkeer/parkeertarieven/

モスクワ（ロシア）

 料金差は約９倍

[参考]
1時間あたり
40～380ルーブル
（65～600円）

＜2021年4月時点＞

出典：モスクワパーキングWebサイト(モスクワ市管理) https://parking.mos.ru/new/

 料金差は約５倍

[参考]
1時間あたり
1.40～7.50ユーロ
（185～985円）

＜2021年10月時点＞

■非居住者

 料金差は約3倍

[参考]
1時間あたり
1.75～5.10ポンド
（270～785円）
※2015年以前のディーゼル車に
ついては高額設定

＜2021年1月時点＞

■居住者[参考]

年間の許可費用
112ポンド（1200cc以下）

158ポンド（1200cc以上）
※エコビークルは無料
（電気、ハイブリッドなど）

＜2021年1月時点＞

2出典：ウェストミンスター市Webサイト https://www.westminster.gov.uk/parking/parking-zones-and-prices 出典：ウェストミンスター市Webサイト https://www.westminster.gov.uk/parking/parking-residents/resident-parking-permit-faqs
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事例② ロードプライシング 事例③ 駐車料金決済システム

ロンドン（イギリス） モスクワ（ロシア）

 中心市街地の自動車渋滞対策として、指定区域内を指定時間帯に
通行する車両に対し、一定額を課金

 路上駐車料金の支払い方法として、モバイルアプリケーションに
よる決済システムを導入

 GPSによる位置情報と駐車時間を登録し、駐車料金を支払

位置情報を基に周辺の駐車
エリアをアプリ内に表示

各駐車エリアの料金、空き
の数の情報

駐車エリアのアプリ表示例 選択した駐車エリアの情報表示例

コンジェスチョン・
チャージの対象地域

課金エリア境界

ゾーン内の主な
道路

課金エリア外で
居住者割引対象に
追加された地域

オックスフォード・ストリートセントラルロンドンの
コンジェスチョン・
チャージ

出典：ロンドン交通局Webサイト https://tfl.gov.uk/modes/driving/congestion-charge/congestion-charge-zone


